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第３章  津島市の現状 

１１１１．．．．人口と高齢化人口と高齢化人口と高齢化人口と高齢化    

 

 

 

▶年齢区分別の人口                                                                                         【図表【図表【図表【図表８８８８】】】】 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 
              参考 津島市人口ビジョンにおける独自推計（補正）をグラフ化 

                 （2015 年以降は推計） 

 

▶年齢区分別の人口割合                    【図表【図表【図表【図表９９９９】】】】    

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

              参考 津島市人口ビジョンにおける独自推計（補正）をグラフ化 

                 （2015 年以降は推計） 
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・人口は年々減少するが、高齢者の人口に大幅な変化はない。【図表８】 

・人口減少に伴い高齢者の占める割合が高くなり、特に後期高齢者（75 歳以上）

の割合が高くなる。【図表９】 
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２．医療２．医療２．医療２．医療    

 

 

 

▶生活習慣病に係る 国民健康保険被保険者１人当たり年間医療費の推移 

                                                                                                                                    【図表【図表【図表【図表 10101010】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           参考：保険年金課資料より 

 

▶生活習慣病に係る 年代別国民健康保険被保険者１人当たり 

年間医療費（入院・入院外） 

                                 【図表【図表【図表【図表 11111111】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         出典：第２期津島市データヘルス計画 

                            2016 年度実績 
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・生活習慣病は、適度な運動やバランスの取れた食生活などによって予防すること

ができるが、津島市の国民健康保険加入者の場合、1 人当たり医療費が増加傾向に

ある。【図表 10】 

・年代別に見ると、年齢が高くなるにつれて医療費が増加する傾向にある。特定健

診やがん検診など、40 歳頃からの健康づくりが重要である。【図表 11】 
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▶要介護認定者数の推移                    【図表【図表【図表【図表 12121212】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    参考 第７ 期高齢 者福祉計 画・介 護保険 事業 計画によ る推計 をグラ フ化 （2016 年ま では実 績） 

       「被 保険者 数」には 、第２ 号被保 険者 （40 歳～64 歳 ）を含 む。  

 

 

▶年齢階層別の要支援・要介護認定率            【図表【図表【図表【図表 13131313】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            参考 厚生労働省 介護保険事業状況報告（暫定）2016 年３月分 

                及び 企画政策課統計資料 2016 年４月１日時点 より算出 
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・認定者数が 2015 年からの 10 年間で約 400 人増加する一方で、 介護保険料を

負担する 40 歳以上の被保険者数は、2018 年をピークに減少する。【図表 12】 

・75 歳から認定率が高くなる。74 歳までは元気で支え手となれる高齢者が多いこ

とが分かる。【図表 13】 
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一般診療所 病院 歯科 薬局
在宅療養支

援診療所
訪問歯科 訪問薬局
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▶医療機関数                        【図表【図表【図表【図表 14141414】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               出 典 ： 日 本 医 師 会 「 地 域 医 療 情 報 シ ス テ ム 」 の 情 報 を グ ラ フ 化  

                  医 療 機 関 数 は 2016 年 10 月 現 在 の 地 域 内 医 療 機 関 情 報 の 集 計 値  

                  人 口 10 万 人 当 た り は 2015 年 国 勢 調 査 総 人 口 で 計 算  

 

▶介護事業所数                       【図表【図表【図表【図表 15151515】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

                出 典 ： 日 本 医 師 会 「 地 域 医 療 情 報 シ ス テ ム 」 の 情 報 を グ ラ フ 化  

                   事 業 所 数 は 2016 年 10 月 現 在 の 地 域 内 介 護 施 設 情 報 の 集 計 値  

                   75 歳 以 上 １ 千 人 当 た り は 2015 年 国 勢 調 査 総 人 口 で 計 算  
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も上回っており、充実している。【図表 14】 

・介護事業所も充実している。ただし、入所型介護施設が多いことは、自宅での生

活より施設への依存度が高いことの遠因となっている可能性がある。【図表 15】 
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５５５５．．．．予防予防予防予防    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参考 平均寿命 県：平成 25 年愛知県衛生年報 

          国：平成 25 年簡易生命表（厚生労働省ホームページより） 

     健康寿命 県：平 成 27 年 度 厚 生 労 働 科 学 研 究 補 助 金 健 康 日 本 21（ 第 二 次 ）の 推 進 に 関 す る 研 究（ 研

究 代 表 者  辻 一 郎 ） 健 康 寿 命 の 指 標 化 に 関 す る 研 究 （ 分 担 研 究 者  橋 本 修 二 ）  

          国：健 康日本 21（第二 次）現 状値の年 次推移 （厚生 労働 省ホーム ページ より）  

 

▶要介護認定者 (国 民健 康 保険 被 保険 者)の疾病の有病率       【図表【図表【図表【図表 11117777】】】】    

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

        参考 国保データベースシステムより 

           2016 年度要介 護認定 者のう ちそれぞ れの疾 病を有 して いた者の 割合を 算出  

 ▶平均寿命と健康寿命  ※ 津 島 市 の 健 康 寿 命 が 未 算 出 の た め 国 ・ 県 を 掲 載※ 津 島 市 の 健 康 寿 命 が 未 算 出 の た め 国 ・ 県 を 掲 載※ 津 島 市 の 健 康 寿 命 が 未 算 出 の た め 国 ・ 県 を 掲 載※ 津 島 市 の 健 康 寿 命 が 未 算 出 の た め 国 ・ 県 を 掲 載             【【【【図表図表図表図表 16161616】】】】 

2012012012013333 年年年年    平均寿命平均寿命平均寿命平均寿命とととと健康寿命健康寿命健康寿命健康寿命((((男男男男))))    2012012012013333 年年年年    平均寿命平均寿命平均寿命平均寿命とととと健康寿命健康寿命健康寿命健康寿命((((女女女女))))    
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・健康寿命と平均寿命の差が、男性で約 9 歳、女性で約 12 歳ある。この差は日常

生活に何らかの制限のある期間であり、この差を短くする必要がある。【図表 16】 

・要介護と認定された人は、何らかの疾病を有する場合が多く、介護と医療の両方

を必要とする可能性が高いことが分かる。生活習慣病予防、認知症予防、ロコモ

ティブシンドローム ((((※※※※ ))))予防への取組が必要である。【図表 17】 
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持家・賃貸の別持家・賃貸の別持家・賃貸の別持家・賃貸の別    

６６６６．住まい．住まい．住まい．住まい    

 

▶自宅の状況                         【図表【図表【図表【図表 18181818】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

               出 典 ： 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 （ 2017 年 ２ 月 ～ ３ 月 ） よ り  

                  65 歳 以 上 1,500 人 を 無 作 為 抽 出 ／ 有 効 回 収 数 1,024 件  

 

 

７７７７．認知症．認知症．認知症．認知症    

 

 

 

▶津島市の認知症高齢者数                 【図表【図表【図表【図表 19191919】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   出 典 ： 旧 あ い ち 介 護 予 防 支 援 セ ン タ ー 「 高 齢 者 に 関 す る 愛 知 県 市 区 町 村 別 デ ー タ と ラ ン キ ン グ 」 よ り  

・市のアンケート調査においては、持家の比率が 90％を超えている。 

2007200720072007 年年年年     2020202012121212 年年年年     2020202020202020 年年年年     

民間賃貸住宅
（集合住宅）
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85.9%
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（一戸建て)

 0.8%

持家（集合住宅）
5.1%

・高齢化が進むことに伴い、認知症高齢者人口も増加が予想される。認知症は様々

な病気が原因で引き起こされるが、例えば脳血管性認知症の場合、高血圧、高脂

血症、糖尿病、心疾患などが原因となっている。 

・前頭葉を活性化させることで、認知症を予防することができる。 

・生活習慣病の予防や、社会交流の促進が、認知症予防につながると考えられる。 
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▶校区別人口                          【図表【図表【図表【図表 20202020】】】】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                  参 考 ： 企 画 政 策 課 統 計 資 料 よ り  

                                     各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

 

▶校区別高齢化率                        【図表【図表【図表【図表 21212121】】】】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                  参 考 ： 企 画 政 策 課 統 計 資 料 よ り  

                                     各 年 ４ 月 １ 日 時 点  

（ 人 ）  

・どの校区も年々人口が減少しているが、西、南校区の減少幅が大きい。【図表 20】 

・どの校区も年々高齢化が進んでいるが、蛭間、西校区の高齢化率が高い。【図表 21】 

・西校区の人口は蛭間校区の約２倍。高齢化率は同程度でも支え手の絶対数が異なるな

ど、地区の状況に大きな違いが見られる。【図表 20・21】 
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▶医療資源・介護資源の分布                 【図表【図表【図表【図表 22222222】】】】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             2017 年４月１日時点 

・医療資源、介護資源ともに、校区で偏りが見られる。 

・特に高台寺校区と神島田校区の場合、医療機関が徒歩圏内にない地域が多い。 



- 22 - 

 

 

 

 

 

▶公共交通機関                        【図表【図表【図表【図表 22223333】】】】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ふれあいバス（Ａコース～Ｄコース）は、2014 年 4 月改正 

・鉄道は、市の西部及び北部を名古屋鉄道が通るほか、市南部にＪＲ関西線永和駅

が隣接するのみである。 

・路線バスは、名鉄バスが市の東西に延びる幹線道路にあるのみである。 

・これらの交通機関で不足する地域について、市のふれあいバス４路線がある。 

・エリアとしてこれらでカバーされているが、高齢者にとって不可欠な買い物や病

院、診療所での受診がしやすいかについて検討が必要である。 


